































人化」として論じられている（Delanty 2007, Beck 1986, Bauman 2001&2008, Putnam 









1 1 “A Miller and a King” ‘I  am a miller. I go to the mill by the river. I work there every day. I am not rich. But I 
am happy. I am a king. I do not work. I am rich. I can do anything. But I am not happy. I am sad. Why? MILLER: Look 
at the people over there. They’re singing. They’re dancing. They’re all my friends. KING: Mil ler, let’s change places. 
MILLER: No, thank you. I’m happy now. KING: Really? MILLER: Yes. I have many friends. They’re kind to me. Do you 
have any friends? KING: No. I don’t have any. MILLER: Come and join us. KING: …’ 
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2013）。それでも 30 年前（1990 年代）までには人口は 350 人
までに増えた。  
カオハガン島は、正に「自然と共に生きる」生活が培われ、それが文化となっている。






























































たらした島への影響は多大だ。魚貝類の販売で、時には一人一日 9,000 ペソ（約 20,000
円：2019 年現在）になる事も珍しくない（CICI メンバー）。セブ市で大卒の平均的な初
























提案に対し、島民は異論する事なく受け入れ、2019 年の 7 月に結成した。2020 年 3 月
に村長から聞いた話では、協同組合にはおよそ 70 人が所属し、彼らの所得は 15 日間働
いて、一人約 15,000 ペソ (約 30,000 円 )とのことだ。個人運営していた頃は、時として




写真２：2019 年 3 月観光客で    写真３：2020 年 3 月観光客が  写真４：2019 年 8 月フェンスに  
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 COVID-19 の拡散で 2020 年 1 月 29 日から中国人観光客がカオハガン島から消えた
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